
三陸総合研究
2 0 2 0 . 1 0  　第 4 5 号

公益財団法人







 

 
 

 

 

 

 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 





















 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





申請者名 タイプ 事業概要 助成金額
（円）

1

学校法人北里研究所
国立大学法人岩手大学
国立研究開発法人水産研究・教育
機構

Ⅰ 高級魚ホシガレイ生産拠点構築へのアプローチ 1,500,000

2 国立大学法人岩手大学 Ⅰ 貝毒低減化に向けた貝類の陸上水槽での飼育試験 1,500,000

3 国立大学法人岩手大学 Ⅰ サクラマス種苗生産技術見直しへ向けた春遡上・秋遡上群
の遺伝特性分析 715,000

4 学校法人北里研究所 Ⅰ 痩せウニとアワビの身入りを促す食品加工残滓を有効活用
したバイオマス飼料の開発と蓄養技術の開発 1,500,000

5
東京大学大気海洋研究所国際沿岸
海洋研究センター
国立大学法人岩手大学

Ⅰ 国内サーモン養殖を支える高海水適応性種苗開発のための
分子評価系の構築 1,492,000

6 国立大学法人岩手大学 Ⅰ 食肉処理場由来卵巣を用いた体外受精技術による日本短角
種牛の効率的な産子生産技術の開発 1,500,000

7 国立大学法人岩手大学 Ⅰ 無機飽和溶解酸素を用いた冷水性魚類の高温時の飼育試験 789,000

※タイプⅠ…大学等研究機関が実施する調査研究事業
　タイプⅡ…大学等研究機関と事業者が連携して実施する調査研究事業

調査研究事業

　大学・研究機関等の知的資源を活かした三陸地域の振興に資することを目的とした、実用性・事業性の高
い研究へ支援するための助成。

助成上限額　　150万円
助成対象者　　岩手県内に研究教育拠点を置く大学等研究機関および事業者
助成対象経費　材料購入費、外注費、備品購入費、旅費など、調査研究にかかる経費

助成件数　　７件
助成総額　　8,996,000円

目 的

内 容

実 績
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申請者名 地　域 事業概要 助成金額
（円）

1 農事組合法人金田一営農組合 二戸市 地域テロワールで「金田一う米」「金田一りんご」をブラ
ンド化 420,000

2 久慈ファーム有限会社 二戸市
地域特産品「佐助豚」を活用した常温新商品の開発事業
「SASUKE」「ジャとふ」「豚ぺっこジャーキー」「コロコロ
さすけ」「ガンガンジャーキー」

359,000

3 株式会社結 一戸町 一戸町御所野遺跡の世界文化遺産登録推進キャラクター
グッズ製作 500,000

4 大黒醤油株式会社 軽米町 軽米町産のえごまの葉を利用した、新商品健康茶「えごま
葉茶」の開発と商品化 316,000

5 古舘製麺所 軽米町 三陸防災復興プロジェクト2019へ向けた新商品開発及び
既存商品の改良「イシツブテのわんこそば」「生うどん」 374,000

6 かるまいシリアル
ブランド化女性推進協議会 軽米町 日本一の雑穀王国・軽米シリアルバウムクーヘンのパッケー

ジ開発と宣伝ツールの作成 500,000

7 有限会社瀧村屋 軽米町 彩りの里・美容と健康の軽米町産若鶏でつくる本格「燻製
チキン」の商品開発 500,000

8 尾田川農園 軽米町 ～千年の歴史を子どもたちへ～
楽しくハート五穀ホワイトクラッカーの開発 500,000

9 西大野商店 洋野町 創業安永7年の老舗の蔵をモチーフとし、洋野町特産行者
にんにくと岩塩を使用した新商品開発「行者にんにくソルト」 460,000

10 まめぶの家 久慈市 久慈市山形町の伝統料理の食材「まめぶ」のバリエーショ
ン豊かな新創作・新商品の開発料理 500,000

県北沿岸地域新商品・新サービス開発事業

　地域の農林水産物や観光資源などの特性を生かした新商品開発や国内外からの観光誘客促進に向けた受入
態勢の整備及びサービス開発に係る経費を支援するための助成事業。

助成上限額　　50万円
助成対象者　　県北地域又は沿岸地域に主たる事務所を置く事業者
助成対象経費　 原材料費、検査分析費、印刷製本費など、新商品・新サービス開発や既存商品改良にかかる

経費及び販路開拓のための出展活動経費

助成件数　　54件
助成総額　　23,064,000円

目 的

内 容

実 績



申請者名 地　域 事業概要 助成金額
（円）

11 清水頭養蜂場 久慈市 美しい北岩手・自然林や草原の山形町の魅力を伝えるハチ
ミツ菓子の開発 500,000

12 山形村天狗森舞茸生産組合 久慈市
久慈市山形町の地域資源である、近自然栽培法による菌床
マイタケ「天狗森舞茸」の長期保存を考慮した土産品とな
る商品開発

500,000

13 浜っこ母ちゃん倶楽部 久慈市 久慈市が誇る侍浜町の地域資源「短角牛」を活用した「牛
スジカレー」商品開発及びパッケージデザイン開発 500,000

14 株式会社佐幸本店 久慈市
岩手産山ぶどうを原料とした「山ぶどうグミ」の開発及び
岩手県内産キャンベル果汁100％の新ラベル・パッケージ
開発

500,000

15 株式会社オフィスCOEUR 久慈市
久慈地域特産「短角牛」商品の差別化と希少性の訴求によ
る地域ブランド構築のためのラベル・パッケージ開発「短
角牛ローストビーフ」

108,000

16 株式会社七星 久慈市 純岩手県産浄法寺漆を用いた「浄法寺漆塗50本竹胴」製作 149,000

17 涼海の丘ワイナリー 野田村 のだ「山ぶどうワイン」とベストマッチの干物新商品開発
プロジェクト 500,000

18 株式会社青の国ふだい 普代村
普代村の未利用地域資源「昆布パウダー」を活用した、
パスタ商品パッケージデザイン等新商品開発事業「Kon　
Pas」

500,000

19 下川原商店 普代村

普代村の昆布を活用した既存商品の「昆布之介」や「鼓舞
焼き」、「コンブッセ」等と昔から親しまれてきた北岩手の
駄菓子を詰め合わせ、観光客に手軽に買えるお土産品ア
ソートセットのパッケージデザイン開発事業

500,000

20 横屋てしごとや 岩泉町 岩泉の手しごと品・布ビーズアクセサリーの商品化（改良）
と販売機会創出 500,000

21 山根商店 宮古市 「鮭寿の宴」ギフト用品および外国人観光客のお土産品開発 450,000

22 弥五兵衛屋伊藤商店 宮古市 事業の継続性を高めるための新規事業の立ち上げ「さんま・
さばみりん干し商品」開発 440,000

23 丸友しまか有限会社 宮古市 真ガキ（宮古湾養殖もの）を使用した商品「宮古牡蠣の醤
油煮」のパッケージ作成 432,000

24 有限会社木村商店 山田町 既存商品の改良及びお客様への商品案内サービスの改良 407,000

25 芳賀　隆 山田町 日本一の山田町産原木しいたけの販路拡大のためのブラン
ディングプロジェクト 500,000

26 芳賀榮三きのこ園 山田町 山田町の逸品を差別化させ、ブランディングを行い販路拡
大と知名度アップを目指す 365,000

27 揚げ屋 山田町 伝統的食文化あずきばっとうを“和スイーツ化”プロジェ
クト 356,000



申請者名 地　域 事業概要 助成金額
（円）

28 有限会社まるき水産 山田町 山田の大粒牡蠣をそのままお土産に（低温調理かきとかき
の串刺し） 365,000

29 一般社団法人COLERE 大槌町 岩手が生んだショートパスタ！「ひっつみ」のアレンジメ
ニューでキッチンカーの売上アップ 474,000

30 株式会社TOKUTA 大槌町 石・大槌産（地元産）のスギを活用した収納家具「しつ
らえ」の開発・販売 500,000

31 株式会社
ササキプラスチック 大槌町 3Dプリンターを活用した新技術導入による国内外観光客

向け新商品開発 500,000

32 NRC株式会社 大槌町 木素材のカーフベンディング加工による大槌の新しい地域
ブランド品の開発と販路の構築（ドリッパースタンド） 347,000

33 小豆嶋漁業株式会社 大槌町 「三陸のおいしい魚介類を食べるスープ」の商品開発で“小
豆嶋ブランド”の発信 500,000

34 小関　直 遠野市 遠野への移住希望者向けの低コスト住宅開発「巣箱（SU-
PACO）」 464,000

35 小友ようかんプロジェクト 遠野市 地域の小さな雇用創出事業「小友ようかんプロジェクト」
の商品開発・改良と販路開拓 496,000

36 富川屋 遠野市 馬産地・遠野の伝統工芸“馬っこ”のリデザインと商品化 418,000

37 平平舎 遠野市 遠野の野生に生きる鹿の「セーム革」試作加工及びロゴデ
ザイン制作 145,000

38 有限会社リアス海藻店 石市 新商品開発及び三陸わかめ等の拡販 500,000

39 有限会社山崎清三商店 石市 石発オリジナル黒豆珈琲の商品開発 500,000

40 一般社団法人根浜MIND 石市 みんなのいのちを守る「お守りホイッスル」 石市根浜地
区お土産品開発事業 490,000

41 株式会社熊谷鉄工所 大船渡市 「岩手・三陸鉄あわび」の新パッケージ開発と「販売キット」
開発事業 500,000

42 丸橋とうふ店 大船渡市
三陸鉄道利用者及び外国人観光客をターゲットにした「豆
乳ソフトクリーム」の商品開発及びパッケージ製作による
販路拡大事業

452,000

43 さとう整体療術院 大船渡市 大船渡に自生する黒文字（樹木）を活用した三陸初の和精
油開発、販売 500,000

44 元正榮
北日本水産株式会社 大船渡市

地域の水産物の特性を生かした観光資源の発掘
～三陸産エゾアワビの陸上養殖の再開・復興　日本一から
世界一へ～

315,000

45 株式会社シー・フロント 大船渡市 ～美味しい楽しい元気の街大船渡～
大船渡産牡蠣の商品開発を通じて大船渡を全国に発信！ 500,000



申請者名 地　域 事業概要 助成金額
（円）

46 株式会社三笑 大船渡市 大船渡産のナマコ成分と大船渡産椿油を利用した、新ナマ
コ石鹸の開発と販路拡大 500,000

47 株式会社デマンド 大船渡市 三陸を代表する「ジャズの宿」の受入態勢整備 500,000

48 野村海産株式会社 大船渡市 鮑の煮貝と鮑とナマコの燻製 500,000

49 大和田牡蠣養殖所 陸前高田市 米崎産牡蠣を活用した商品開発とシングルシード養殖牡蠣
の認知度アップ「カキ漁師の牡蠣カレー」 500,000

50 北限のゆず研究会 陸前高田市 北限のゆずアンテナショップin道の駅　開設による地域
資源PRと交流人口の拡大 392,000

51 酔仙酒造株式会社 陸前高田市 米麹菌の自社開発による日本酒試作 411,000

52 らら・ぱれっと 陸前高田市 米崎りんごを多くの人に知ってもらいたい
「三陸椿りんごジャム」の開発 153,000

53 特定非営利活動法人SET 陸前高田市 観光客受入態勢の衛生管理面の強化整備 9,000

54 菊地　康智 陸前高田市 岩手の生姜　三陸ジンジャーのブランディングデザイン 497,000



●かるまいシリアルブランド化女性推進協議会
　新商品開発「軽米シリアルバウムクーヘン」
　栄養バランスに優れ、美容にもいいとされる雑穀
（シリアル）をたっぷり使ったバウムクーヘンを開
発。“ 雑穀王国 ” 軽米町の魅力と美味しさが詰まっ
た一品が完成。

●西大野商店
　新商品開発「行者にんにくソルト」
　洋野町特産の希少な行者にんにくとシチリア産岩
塩を使った高級ハーブソルトを開発。収穫まで約 8
年かかるとされる行者にんにくをたっぷり使い、抹
茶のような香りとほんのりにんにくの風味が特長の
旨味塩が完成。

●NRC株式会社
　新商品開発「ドリッパースタンド」
　カーフベンディング加工により、波打つように柔
らかい形状に変化した板を用いて、コーヒードリッ
パースタンドを開発。台座には、大槌町産の天然杉
を使用し、そのままコースターとしても使用できる
デザイン性の高い一品が完成。

●株式会社三笑
　新商品開発「椿なまこ石鹸」
　大船渡産マナマコから抽出したナマコエキスと大
船渡名産の椿油を配合した石鹸を開発。原料から製
造まで大船渡の地域ブランドを売りにした、香りが
よく、保湿性に優れた石鹸が完成。

事例紹介





申請者名 主な
活動地域 事業概要 助成金額

（円）

1 湧口倶楽部 軽米町 折爪岳の大自然と風土を潤す湧水で地域活性化 800,000

2 なごみの会 久慈市 まちなか子ども食堂 929,000

3 おおかわむら地域振興協議会 岩泉町 地域活性化のための新たな体験メニュー発掘推進事業 987,000

4 大川地区団体連絡協議会 岩泉町 地域資源を活かし、女性と若者の力で地域を創る！ 920,000

5 シネマ・デ・アエルプロジェ
クト 宮古市 登録有形文化財「東屋」を活用した、新たななりわいの創出

とコミュニティー活性を目指すリノベーション計画の推進 971,000

6 「2019 三陸立志塾」
実行委員会

宮古市
（沿岸広域）

2019 三陸立志塾
（三陸地域における若手経営者・後継者育成活動） 121,000

7 新生ハートニットプロジェ
クト

山田町
（沿岸広域）

新生ハートニットプロジェクトスタートアップ事業
（編み手コミュニティの継承と活動自立に向けたモデル構築） 828,000

8 株式会社Next Commons 遠野市 市民の学びと地域共助モデルをつくる“次世代公民館”運
営事業 970,000

9 石子どもラグビー国際交
流運営委員会 石市 石子どもラグビー国際交流事業 972,000

10 石湾漁業協同組合白浜浦
女性部 石市

石産未利用海藻アカモクの活用
～地域コミュニティの活用化に向けた市民の食卓や観光客
に届ける新しい 石の名産品の発掘（2年目）～

427,000

地域コミュニティ再生・活性化支援事業

　地域コミュニティの再生や活性化に向け、地域住民・関係者が主体となって行う地域再生計画の策定やそ
の計画実現に向けた活動経費を支援するための助成事業。

助成上限額　　100万円
助成対象者　　県北沿岸地域の特定されたエリアを対象に地域住民が主体となって活動する団体
助成対象経費　 外部専門家謝金や備品購入費など、地域再生計画の策定や事業実施に係る活動経費

助成件数　　13件
助成総額　　10,038,000円

目 的

内 容

実 績



申請者名 主な
活動地域 事業概要 助成金額

（円）

11 Home of Wisdom 住田町
（沿岸南部）

おらほアート
（アート体験ワークショップの開催と商店街や地域と連携
した作品展示会の実施）

1,000,000

12 碁石地区復興まちづくり
協議会 大船渡市 コミュニティの新しい拠点創設による碁石地区のにぎわい

づくり 381,000

13 クリエイティブファーム
地域活性化プロジェクト 大船渡市 夢海公園近隣環境整備事業

～フラクタルで創る「木漏れ日の広場」創出プロジェクト～ 732,000



事例紹介

事業名▶おらほアート
団体名▶Home of Wisdom

活動紹介（主な活動）

今 後 の 活 動

　2013年６月に団体設立、東日本大震災の被災地（主に気仙地域）にて活動をし、応急仮設住宅や災
害公営住宅などで子ども向けのワークショップや大人向けのアートワークショップを運営している。
ワークショップを通して、「手づくり」が有する人と人を結びつける効果に注目するようになり、さら
にそのつながり・交流を発展させるため、ワークショップの運営と並行して、2016年度より手芸・ク
ラフト作品を集め展覧する「おらほアート展」を開催している。2019年度は三陸防災復興プロジェク
ト2019へ参画し「おらほアート展」と付随する体験ワークショップ開催し、震災後に新しくできた商
店街の店舗に作品を展示する「おらほアートまちなかギャラリー」も開催した。手づくりの作品を通して、
地域内外の多くのつながり・交流を生み出す活動に尽力している。

　アバッセたかたで開催した「おらほアート展」やワークショップには、多くの方にご来場いただき、
おらほアート「まちなかギャラリー」では地域の方々と連携しながら、展示やスタンプラリーを開催す
ることができました。また、それぞれの地域での体験ワークショップでは、地域内でのつながりづくり
をすることができました。「人と人がつながること」は、私たちが生活していく上でとても大切なこと
と考えています。これからも新しい生活様式を取り入れながら、手芸・クラフトを通じた新しいつなが
りを作るため、その一助となるよう活動してまいります。そして、これまでのつながりもあわせて継続
していけるよう取り組みたいと思っています。

おらほアート展示会・アバッセたかた会場 沿岸各地で体験ワークショップを開催

まちなかギャラリー・スタンプラリーの様子 おらほアート展ワークショップ



事業名▶ 登録有形文化財「東屋」を活用した、新たななりわいの創出とコミュニティー
活用を目指すリノベーション計画の推進

団体名▶シネマ・デ・アエルプロジェクト

活動紹介（主な活動）

今 後 の 活 動

　宮古市本町の「東屋」は、文政7年創業の元作り酒屋。宮古地域で有数の商家として廻船業など幅広
い事業を行ってきた。慶長16年の三陸地震津波をはじめ、様々な自然災害を受けた地域において東日本
大震災で壊滅的な被災を逃れた歴史的建築物は極めて稀である。その後、文化をメインコンセプトに内
外の有志・所有者・専門家など交えた活用と保存に取り組み、2019年3月には国有形文化財（建築）へ
登録された。2019年度は「東屋」の文化体験の場としての活用のみならず、地域活性・文化創造、な
りわい作りの拠点として持続的に発展することを目指し、地域の方々や専門家と連携したプロジェクト
の検討やフィールドワークを行った。

　人口規模の小さい当地域で、収益性の低い文化交流関連事業で、改修や維持管理に多大な費用を要す
る歴史的建築を保存活用することは、高いハードルであると自覚しています。
　そのため、目的への理解・共感を得ること、地域を問わず内外の多様な人材が参加できる環境、成果
を共有、分配する仕組みを運営のポリシーとし、取り組みに関わるそれぞれが、経済性だけではない価
値や成長を得られるマネジメントが、活動の推進力につながると考えています。
　新しい「商家」として、経験や前例にとらわれず取り組んでいきます。活用、コラボレーションのア
イデア、ご一緒いただける方お待ちしています。

ライトアップイベントの様子

事業化企画ミーティングの様子

東京大学とのフィールドワークを実施

呼び水プロジェクト・イメージ

地域の方々が参加し、
キャンドル1つ1つにペイント

［地域コミュニティ再生・活性化支援事業］



事業名▶まちなか子ども食堂
団体名▶なごみの会

活動紹介（主な活動）

今 後 の 活 動

　「なごみの会」は、久慈や八戸エリアで活躍する女性リーダーが集まりボランティア団体として運営。
これまでは社会福祉協議会の施設の一部を借り、安価で栄養のある手作り料理（ランチ）を提供するな
ど食を通した活動を続けてきた。2019年度は久慈市の市街地の空き店舗を借り、地域が抱える課題（子
どもの貧困や高齢者の孤食問題）の解決や居場所づくりを目的に「まちなか子ども食堂」を開設。活動8ヶ
月でのべ297人が利用し、提供する食事が売り切れてしまうほどの盛況ぶりであった。

　私たち「なごみの会」のメンバーはそれぞれ仕事を持ちながらボランティアとして活動しています。
限られた時間の中で多くの子どもたちに安心で安全、バランスの良い食事を提供したいと考えています。　
令和2年度は8月から月2回程度開催していく予定です。
　今後は食事の提供だけでなく、子どもたちの居場所づくりもあわせて毎週開設することを検討しています。
　世代間交流も意識し、人と人が繋がる場所となるような仕組みづくりを展開していきたいです。

子ども食堂外観

開催日は食堂前に立て看板を設置

地元の食材を使用した手作りであたたかい食事
が好評です。

子どもたちをはじめ、地域の方々が食堂を訪れます。

［地域コミュニティ再生・活性化支援事業］



事業名▶市民の学びと地域共助モデルをつくる“次世代公民館”運営事業
団体名▶株式会社Next Commons

活動紹介（主な活動）

今 後 の 活 動

　Next Commonsは、遠野市の中心市街地で長年空き店舗になっていた物件を再利用し、1階を市民が
ふらっと立ち寄れるフリースペース「小上がりと裏庭と道具U」として開放している。
　2018年7月から、学校でもない、家庭でもない、職場でもない＝サードスペースとしての居場所の役
割を担い、地元住民や移住者の憩いの場に成長してきた。2019年7月からは、地方の社会教育・生涯学
習の機会を増やし、チャレンジを後押しすることを目的とした学びの場「つくる大学」の運営を本格的
に開始した。世代や居住地を超えた方が集う中心拠点となり、のべ1,200人以上が利用、40超える講座
やサークル、イベントなどのコンテンツを提供した。

　どんな講座やイベントが予定されているかわかり、顔見知りの誰かがいて、いろいろな働き方をして
いる人や価値観に出会える、そんな場所にしていきたいと考えています。
　木工道具をつくる講座では遊びにきていた小学生が大人に混じって道具づくりに途中参加したり、裏
庭の活用アイディアを利用者が提案してくれたりと、世代間交流や利用者との場づくりも生まれてきて
います。
　この場所に来れば「自分にも何かできるかも」と可能性を感じ、新しいチャレンジが創出される、そ
んな場所に発展していくことを目指しています。

地域の方々協力して裏庭を整備 地域の子どもたちと周年感謝祭を開催

市民大学＝つくる大学の授業の様子 裏庭に続くデッキからの眺め

［地域コミュニティ再生・活性化支援事業］



申請者名 開催地 事業概要 助成金額
（円）

1 いわて絆まつりin宮古
2019実行委員会 宮古市

いわて絆まつりin宮古2019
（県内33市町村の郷土芸能団体による演舞披露及び三陸
グルメまつりの開催）

15,000,000

2 かまいし賑わいづくり交流
イベント実行委員会 石市

かまいし賑わいづくり交流イベント「復活！いわて三陸
復興食堂2019秋」
（※台風19号の影響によりイベント中止）

2,057,000

3 株式会社キャッセン大船渡 大船渡市

キャッセン大船渡エリア活性化事業（キャッセン・ミニ博）
（海のうまいもの食堂や気仙空想文化祭、大船渡まちも
り大学、コラボレートキャラバンなど年間通した各種イ
ベント開催）

6,000,000

4 さかなグルメのまち大船渡
実行委員会 大船渡市

大船渡「さんまグルメ」普及イベント開催事業
（市内飲食店におけるさんまグルメフェアや一流料理人
を招請したChef's allianceツアーの実施、当該料理人に
よるプレミアム料理フルコースの開催）

3,696,000

5 三陸国際芸術推進委員会 沿岸広域 三陸国際芸術祭　連携プログラム開催
（三陸各地の郷土芸能祭と連携した郷土芸能イベント） 5,308,000

6 一般社団法人いわて圏 石市
陸前高田市

「新しい三陸」情報発信イベント事業
（三陸地域の人・モノ・コトとの交流を通じて三陸の今
を記事化するイベント「リアス式編集室」の開催）

2,004,000

イベント開催助成事業

　三陸地域の活性化及び交流人口の拡大を目的として、地域の特性を生かした個性ある地域振興を図るため
のイベント（震災復興に資する取組、また三陸地域として広域的波及効果がみられる取組と認められるも
の）開催をするための助成事業。

助成上限額　　1,500万円（当該事業に要する経費が500万円以上のもの）
助成対象者　　地域振興活動団体
助成対象経費　 謝金、旅費、広告宣伝費、会場等使用料など、イベント開催経費

助成件数　　6件
助成総額　　34,065,000円

目 的

内 容

実 績



●いわて絆まつりin宮古2019実行委員会（いわて絆まつりin宮古 2019）
　令和元年 7月 13日・14 日、宮古市末広町商店街から中央通商店街にて、「いわて絆まつり in 宮古 2019」
を開催した。
　このイベントは、「三陸防災復興プロジェクト 2019」の事業の一つで、「盛岡さんさ踊り」や「黒森神楽」
など岩手県内全 33市町村から芸能団体が宮古市に集結するとともに、特別出演として仙台市から「仙台す
ずめ踊り」が参加し、郷土芸能の演舞等を行った。県内全ての市町村の芸能団体が一堂に会することは希少
な機会であり、岩手県内外から多くの観光客等が訪れ、2日間で延べ 33,000 人の来場者があった。イベン
トの目的である、東日本大震災に対する支援への感謝と復興に向けた岩手県の強い決意と力を、県内外に十
分に発信することができた。

事例紹介

オープニングパレード

郷土芸能演舞（中野七頭舞） オープニングパレード（盛岡さんさ踊り）

郷土芸能演舞（二子鬼剣舞①） 郷土芸能演舞（二子鬼剣舞②）

オープニングパレード（すずめ踊り）



●株式会社キャッセン大船渡（キャッセン大船渡エリア活性化事業）
　キャッセン大船渡エリアでは、年間を通して「三陸の幸」「三陸の人」「三陸の街」の三つをテーマに、大
小さまざまなイベントや日常的な企画を掛け合わせて展開することによって、より求心力を持つ、魅力的な
エリアの創造を目指した。
　「海の幸うまいもの食堂」「青空マルシェ」「気仙空想文化祭」「マチコヤ（店舗、事業者のコラボによる街ゼミ）」
「大船渡まちもり大学（まちの次世代を担う人材育成事業）」「キャッセンキャラバン（エリア商品の域外への
販促）」等、年間のべ 41回の企画を実施、約 32,000 人の動員を生み出した。
　事業を通じて、エリア事業者や高校生を中心とする地域住民の積極的な参加を呼び込むことで、地域との
一層の提携が進み今後のまちづくりにおけるビジョンの積極的な共有が図られた。またエリア内事業者、地
域団体・住民との役割分担の機会を多く設けた結果、運営基盤の構築、主体負担の分掌が進んだ。これらの
成果はエリア活性化事業の展開において地域の力が果たす役割の大きさを改めて示すことともなった。

気仙空想文化祭

大船渡まちもり大学冬の学園祭打合せの様子

大船渡まちもり大学「高校生プロデュース! キラキラ☆冬の学園祭」 冬の学園祭は多くの子どもたちも参加

さんまと秋の大収穫祭

水辺で乾杯「ミズベリング！」

［イベント開催助成事業］



●さかなグルメのまち大船渡実行委員会（大船渡「さんまグルメ」普及イベント開催事業）
　さかなグルメのまち大船渡実行委員会では、令和元年度「大船渡「さんまグルメ」普及イベント開催事業」
として、主に 4つの事業を実施した。
　6月から 8月、そして 10月には、市内への誘客やさんまの消費拡大を目的として、市内飲食店でさんま
グルメイベントを実施。延べ 2,000 食以上のさんまを活用したグルメメニューを提供し、観光客の回遊性を
高めると共に、市外観光客の誘客に繋げることができた。
　また、10月には「Chef's alliance ツアー」と「大船渡のプレミアム料理フルコース」を実施。国内外で活
躍するシェフにさんまをはじめとする地域食材の魅力や品質等を PRして食材の販路拡大を図ると共に、市
内飲食店のシェフにとっては技術習得の場とすることができた。
　そして、さかなグルメのまち大船渡実行委員会 PRキャラクター「秋刀魚武士（さんまぶっしー）」の着ぐ
るみを製作。今後はキャラクターを活用し、実行委員会活動の PRを行う。

さんまグルメフェアメニューの一例 Chef's allianceツアーの様子

大船渡のプレミアム料理フルコースの様子 PRキャラクター「秋刀魚武士（さんまぶっしー）」

［イベント開催助成事業］



●三陸国際芸術推進委員会（三陸国際芸術祭連携プログラム）
　2019 年 10 月～ 11月、沿岸各地において、三陸の文化に触れる多彩なプログラム「三陸国際芸術祭・秋」
を開催した。なお、3月開催予定であった冬プログラムについては、新型コロナウイルスの感染拡大防止の
ためやむなく中止とした。
　プログラムの 1つ、インドネシア・バリ島のバロンダンスとガムランの演奏、そして大槌町の複数の伝統
芸能団体による創作「シシの系譜」は、国境をこえた芸能が融合するというだけでなく、同じ地域にありな
がら一緒に舞うことのなかった芸能がひとつの舞台に立つという、意義深く画期的な創作芸能となり、この
舞台には普段はあまり芸能に関心のなかった地域内外の方々も鑑賞に訪れた。今後の展開に向け、たしかな
手応えを感じることができた。これからも三陸の郷土芸能と世界の多様な文化との交流を通して、「文化芸術
による地域づくり」に取り組み、世界に発信を続けていきたい。

大槌町「国際共同制作芸能『シシの系譜／その先に』」

大船渡市「バロンダンスとガムランの夕べ」

山田町「バロンダンス体験・演舞交流会」

大船渡「永浜鹿踊り」練習風景 大船渡「永浜鹿踊り」民俗芸能大祭当日の様子

［イベント開催助成事業］
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